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AIの倫理とガバナンス 

○江間 有沙 （東京大学）

 
人工知能（ AI）に対する期待が高まる一方で、 AIに対する懸念やその社会的な影響についても世界各国で多くの

議論が行われている。 

　このような中、 AIの倫理や価値に関する議論は、（１）専門家の倫理、（２）ＡＩの研究開発や社会的影響に

関する倫理、（３）倫理的に振舞うＡＩ技術開発の3つに大まかに分類される。最初の「専門家の倫理」とは、専

門家としての行動規範であり、学会や大学など組織単位で規定されるものである。 

　AIの倫理（ AI Ethics）には AI技術開発時や利用時に考慮すべきプライバシーやセキュリティなどに加え、自己

学習する技術によって増幅されるバイアスへの懸念などもある。技術的、制度的な観点から、どのようにすれば

そのような不安や懸念を取り除くことができるか、特に Fairness, Accountability and Transparency (FAT)と呼ば

れる研究領域が、近年1つの異分野横断の研究領域として議論が進められている。 

　またこのような研究を通して、そもそも専門家の倫理とは何でどうあるべきか、公平性とは何か、そしてそれ

をどのように人工知能技術に埋め込んでいくべきかという倫理的な AI（ Ethical AI）に関する議論も推進されてい

る。医療においても、医療従事者の仕事や役割、患者との関係などをどのように「再構成」するかについての議

論が現在求められている。 

　AIに関するリスクには、生命や尊厳にかかわるものなど多岐にわたるテーマがある。また、人々の価値観が多様

化している現在、何が誰にとって「善い」のかも単一に定義することは難しい。そのため、現在、多様な人々を

包摂して倫理や価値を再定義、する試みが行われている。容易に答えがでる問題ではないが、本発表では、 AIの

倫理とそのガバナンスの在り方について、医学医療分野における AI関連技術にも関連させながら、国内外の

様々な事例や論点を紹介したい。
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医学医療における AI 応用 

AI applications in healthcare 
Takeshi Imai*1 , Kouji Kozaki*2 , Kazunori Komatani*2  

Tatsuya Harada*3 , Arisa Ema*4 
*1 Center for Disease Biology and Integrative Medicine, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo,  

*2 The Institute of Scientific and Industrial Research, Osaka University, 
*3 Graduate School of Information Science and Technology, The University of Tokyo, 

*4 Policy Alternatives Research Institute, The University of Tokyo 

The research on applying AI techniques to medicine has a long history from 1960s or 1970s. Recently, with the 
rapid growth of AI techniques, it becomes more important to grasp a big picture view of trends in this 
interdisciplinary research field. In this organized session, we introduce some recent researches on AI applications 
in healthcare, in cooperation with Japan Society for Artificial Intelligence. Firstly Komatani presents their 
researches on spoken dialogue system and speech interface, and discusses its applications to medical domain. 
Secondary, Harada introduces recent research trends in image recognition based on machine learning and its 
possibility of application to medicine. Thirdly, Imai presents their researches on medical knowledge 
representation and its application to clinical decision support system, and mapping clinical data to the knowledge 
base using machine learning. Lastly, Ema introduces some important discussion points from the viewpoint of AI 
ethics and governance.  

Keywords: artificial intelligence, spoken dialogue system, image recognition, machine learning, clinical 
knowledge, AI ethics 
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2.音声対話システムと医療との接点（駒谷和範） 
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3. 画像認識の研究動向と医療応用の可能性（原
田達也） 
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4.臨床医学知識の構造化と AI 応用（今井健） 
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5. AI の倫理とガバナンス（江間有沙） 
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